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Abstract

We  conducted  annual one-day  researches of the early winter bird community  in Harima, Hyogo  Prefecture from

1993  to 2002. The  study area is a pond-arable  complex  with patches of residential areas. We  usually recorded  more

than  30 species of birds per research and 59 species were recorded  over the 10-year  period. Of  the 59, 16 species of

water  birds (true water  birds and  wading  birds) and  14 species of land birds were  regular within the community,

while 21 species were  recorded  in less than four winters. The great cormorant, the feral pigeon and the tree sparrow

increased  during the 10 years. The  lapwing  began  to appear  in the latter half of the 10 years. The  increase of the

pigeon  and the sparrow  could be related to the urbanization of the study area during the study period. Although  no

bird species were  shown  to have decreased, the records of endangered  water  bird species listed in the Kinki Red

Data  Book  were  restricted to the earliest three years. This could be the result of the changes  in pond  environment

caused  by gardening, waste  and removal of reed beds that occurred after 1995 in this area.
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は じ め に

兵庫県は日本一のため池保有県であり( 角野・遊

磨, 1995), 播磨地方には平野部を中心として灌概用

の多くのため池が農耕地のあいだに散在する。しか

し, これらのため池地帯では近年, ため池自体が親水

公園化されたり, 周囲の農耕地が宅地化あるいは圃場

整備されたりして, 環境の変化が著しい。著者らは神

戸大学理学部の学生実習を実施する中で, 過去10年間

にわたって播磨のため池地帯で初冬に鳥類の調査李お

こなってj岑だ。ここではその結果を報告するととも

に 近年のため池地帯の環境変化が初冬の鳥類群集に

与えた影響を考察する。

調 査 地 と 方 法

調 査 を お こ なっ た のは, 兵 庫県 明 石 市 のJR 大 久 保

駅 から 魚住( う おず み) 駅 に かけて の一 帯 に東 西 に細

長 く広 が る た め池 ・水 田 地帯 で あ る(Fig.  1  ). こ の

地 域 に はご 南北 を 皿 と私 鉄 の路 線 に は さ まれ て 大小

10あ まりの た め池が 農耕 地 の なか に散在 し てい る. 調

査 地の 中央 部 を国 道250 号 線 が東 西 に走 り,JR の 両 駅

付 近 と国道 に洽 っ た地域 の一一一哨S にkTIlj‘j衍化 さ れてい る.

ま た, 調 査 地 の 中央 部 を南 北 に 赤 根 川 が 横 切 っ てい

る. 1993 年 か ら2002 年 に か け て の10 回 の 初 冬 の1 囗

(11 月 も しく は12 月, た だし1997~98 年 の 冬 は1 月),

JR 大 久 保駅 を10 時 頃 に出 発 し, 魚 住 駅 近 くの 新池 に

15 時 頃 に 到 着 す る 約4.5km の 調 査 路 を 設 定 し, こ の
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Fig.1 Study  area. The  dotted line indicates the research route.

回に出現する鳥類を8 倍の双眼鏡と25倍の望遠鏡をも

ちいて確認した. 最初の3 年回(1993~95) は, 出現

した鳥類の種を記録するにとどめたが, 1996 年からは

実習終了時にその囗確認した島の種と数を思い出し,

各種の個体数をA ランク(3 桁),B ランク(2 桁),

C ランク(1 桁の複数),1 個体の4 ランクにわけて

記録した. 調査コースは赤根川を横断し, 調査地内の

ため池のうち8 個を通るように設定した. これらのた

め池では, 池内部を十分見通しのきく場所から眺望

し, 池の内部にいる鳥類をすべて観察するようにし

た.

調査期間中, 調査地内で起こった主な環境変化は以

下のようなものである. 1)  1994年頃に大久保皿池の

ヨシ原が取り除かれた, 2)  1996年に魚住皿池の一部

が埋め立てられ, 西部文化会館が建てられた,3) 同

年, 新池が親水公園化された, 4)  1997年頃から納戸

池にハスが繁り始め数年で池の表面を覆いつくし

た, 5)  2002年に大池の国道をはさんだ北半分で改修

が始まり, これにともなって一面に広がっていた薮が

完全に取り払われた,6) 同年, 国道より北側の赤根

川左岸で圃場整備が始まった.

結     果

10年間10回の調査で59種の鳥類が記録された(Table

1). このなかには, ドバトColumba 侫痼7とハッカ

チョウルパ血theres cパstatellusの2 種の外来種 旧

本鳥学会,2000) がふくまれている. また兵庫県では

一般に夏鳥とされるアマサギBubulcus  ibis・チュウ

サギEgretta加白匹砲紕・コチドリCharad パ尚 加力加s

がそれぞれ2 回,1 回,2 回記録されているが, これ

ら以外はすべて留鳥もしくは冬鳥であった( 江崎・和

田, 2002). 記録種数の最高と最低はそれぞれ2000年

11月の40種と1993年11月お よび1998年1 月の29種で

あったが, おおむね30数種が毎回記録された. 個体数

が多く1 回の調査で3 桁(A ランク) の記録があるの

は, ヒ ド リ ガ モλ#四 郎 切ゴ叩巳・オ ナ ガ ガ モλ刄四

叱坩aパホシハジロAyth 卯 非パ#a‘ ユリカモメ£の醂s

八街bundus ・ドバト・スズメPasser montanus の6

種で, なかでもヒドリガモは個体数を記録した7 回の

調査すべてで3 桁が記録 され, こ の地域 の優占種で

あった.

鳥類は主に水に浮いて生活する水禽, 水際を歩いて

餌をとる渉禽, 陸地の地上・樹上もしくは空中で餌を

とる陸禽に大別されるが( 江崎, 1998), こ れらの3

つの生活型と出現頻度(10 回の調査中, 何回出現した

か) によって種を類別したのがTable 2 であ る. ほぼ

毎冬( 出現頻度7 回以上) 出現する鳥としてあげられ

るのは, 水禽ではカイツブリm 沽顫丱tus  ruficollis

・カワウ/)加lacrocoraocフ四辿o ・カモ科(Anatidae)

8 種・ユ リ カ モ メ の 計11 種, 渉 禽 で は サ ギ 科

(Ardeidae)  3 種 と ケ リ 心切ゴ佰s cinereus ・バ ン

G収 加ula  chloropus の計5 種, 陸禽ではトビMilvus

m 勿尺ms ・チョウゲンボウ凡心o ぴ#篦び匹び皈s・ハト

科(Columbidae)  2 種・ビバリAlauda  arvensis ・セ

キレ イ科(Motacillidae)  2 種・ヒ ヨド リぬ 郤からs

am 心 穴雨s ・モ ズLanius 加c 印加 臨 ・ホ オ ジ ロ

召m 加パJd ひ沼お・カワラヒワCardue 沿 海彷加a・ス

ズメ・ムクドリSturnus 岫粍四で四s ・ハシボソガラ

スCo 門市s c 叫のグ の計14 種であった. つまり, 謌査

地で記録された59種中, 51%  (30/59) の種がほぼ毎

冬出現した種ということになる. 一方, 稀にしか( 出

現頻度3 回以下) 出現しない種は, 水禽6 種, 渉禽7

種, 陸禽8 種の計21 種で全体の36% を占めていた. ま

た近畿址区で越冬個体群が希少とされる種は9 種記録

されたが, チョウゲンボウを除いて, すべて出現頻度

は4 回以下であ り,6 種は10 回中,1 回か2 回出現し

たに過ぎない(Table 1 ).

各種がこの10 年間に増えたのか減ったのかを判定す

る1 つの方法としては, 前半5 年間と後半5 年間で出

現率に有意な差が見出せるか否かを検定する方法が考

えられる. これを行った結果, 有意差が見出せたのは



Table  1 List  of bird species recorded over 10 winters

Number  of birds are ranked as A (^100),  B(^10,  <100), 0(^2,  <10) and 1. + indicates that the species was recorded and the

blank not recorded, * indicates that the wintering population of the species are endangered  in the Kinki District (Ezaki and

Wada,  2002). The days of research were as follows : 93-94 : 20  Nov.'93 ; 94-95 : 19  Nov.'94 ; 95-96 : 25 Nov.'95 ; 96-97  : 7

Dec.'96  ; 97-98 : 24  Jan.'98 ; 98-99  : 28  Nov.'98 ; 99-00  : 18 Dec.'99 ; 00-01 : 25  Nov.'00 ; 01-02 : 24  Nov.'01 ; 02-03

: 23  Nov. '02.



Table  2 Life  style and number  of winters each species was recorded over ten winters

* indicates that the winter population of the species are endangered in the Kinki District (Ezaki and Wada, 2002).

タゲリVanellus  vaneが伍s だけで, 最近になってよく

出現するようになっ たと判定 される(P=0.024,

Fisherの正確確率検定). 実際この種は, 1998 年に1

羽目撃されたのが最初で,2000 年からは毎年複数個体

が記録されるようになった(Table 1 ).

出現率の高い種については, 個体数ランクの変化か

ら増減傾向を読み取ることが可能である(Table 1 ).

この10年間で増加傾向が明瞭なのは, まずはカワウで

ある. この種は1993年の第1 回の調査時には出現しな

かったが, 1994 年から出現しはじめ, 1999 年からは2

桁の個体が必ず記録されるようになった. また, 卜`バ

トの増加傾向も明瞭である. この種は1997-98 年の冬

(1998年1 月) までは2 桁しか記録されなかったが,

その次の冬(1998 年11月) からは3 桁の個体が記録さ

れるようになり, 現在に至っている. 同様の傾向を示

すのが, スズメであり, 1999年までは2 桁であったの

が,2000 年からは3 桁の個体が記録されるようになっ

た.

これに対し, この10年間個体数レベルが安定してい

る種としては, 先に優占種としてあげた3 桁のヒドリ

ガ モ,2 桁 で 安 定 し て い る ア オ サ ギ醤が尚

cinere?貼 1 桁で安定しているキジバトタ陰印阮屮司紕

0八四 佰臨・セグロセキレイ訂otacillaがrandis, 10年

間で2 回は記録されていないものの1 個体のみ記録さ

れるチョウゲンボウをあげることができる.

一方, 出現率の高い種で減少傾向の見出せる種はな

い. しかし, 出現頻度が1 回もしくは2 回で, かつ近

畿地区で越冬個体群が希少であると判定されている6

種(Table 1 ,2) の う ち, ア メ リ カ ヒ ド リAnas

america 八α を除くオシドリ 誹加 卯かパculata ・ト モ

エガモ 且毀略 力rrnosa ° ヨシガモ 誹毀心 血 加a佰 パマ

シギC ぶ耀パsα吊紕a ・タシギG 心 紕卯o 尹 麗紕卯o の

出現がすべて1995 年まで( 最初の3 年) に隕られてい

ること, これらが水禽もしくは渉禽のい わゆる水鳥で

ある事実は注 目すべきである.

考     察

本調査の結果, この10年間で個体数が増加したと判

断されたものは個体数の多いものでは, カワウ・ドバ

ト・スズメの3 種, 少ない ものではタゲリ1 種であっ

た. 本調査は年に1 回行ったものであるから移動力の

高い鳥類にあっては, ここでえられた結果が偶然に左

右されている可能性を完全 に否定で きる もので はな

い. しかし, 少なくともカワウ・ドバト・スズメの3

種の記録 数の増加は経年的 かつ連続的 に起こってお

り, 現実を反映している可能性が非常に高いと考えら

れる. さて, カワウは全国的に個体数の増加, 分布の

拡大が指摘 されている種であ り( 福田ほか, 2002),

播磨地方でもその傾向が定量的に確認で きたことにな

る. ドバトとスズメは一般に都市に生息する種であり

(都市島研究会, 1991), これらの増加は調査地の一

部での市街化と関係している可能性がある. タゲリの

増加については, 原因は不明である.

一方, この10 年間の調査地での種々の環境変化にも

かかわらず個体数が減少しかと判断できる種はなかっ



た. このことには, 本調査が鳥を見たことのない学生

に対して鳥をみせることを第1 の目的とした実習を実

施する中でおこなわれたという事情から, 個体数を桁

数という荒い表現でしか記録できなかったことが関係

していると考えられる. しかし, 結果で指摘したよう

に, オシドリ・トモエガモ・ヨシガモ・ハマシギ・夕

シギといった希少な水鳥5 種の記録が1995年以前に隕

られている事実は, これ以降に起こったため池の放置

によるハスの繁茂, 岸辺のヨシ原の除去, ため池の埋

め立て, ため池の親水公園化といった, 鳥類にとって

のため池環境の変化と関係している可能性があり, 今

後の詳細な調査が必要と考えられる.
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要      旨

1993年から2002年にかけて, 兵庫県播磨地方で初冬

の鳥類群集調査を毎年1 回行った. 調査地はため池と

耕作地のいりまじった地域で, 市街地がその中に点在

している.1 回の調査で30 種以上が記録されるのが常

であり,10 年問では59 種が記録された. このうち,16

種 の水鳥 と14 種の 陸鳥 がほ ぼ毎 年 出現 し たの に対

し,21 種は3 回以下記録されただけだった. カワウ・

ドバト・スズメが10 年の間に増加し, タゲリが10 年間

の後半に記録 されるようになった. ドバトとスズメの

増加は10 年間に進んだこの地域の市街化と関係してい

る可能性がある. データの上で減少したとみなせる種

はなかったが, 近畿地区のレ ッドデータブックに掲載

されている希少な水鳥の記録は最初の3 年間に隕られ

ていた. このことの背景には, 公園化 ・放置・ヨシ原

の除去といった, ため池環境の変化が関与している可

能性がある.
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